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１．�オルタナティブデータの分類に�
ついて

　本稿は、運用実務において投資判断につながる

オルタナティブデータの整理に関して分類例を示

した後、中でも注目されるデータの一つのPOS

（Point of sales）データに関して、個別企業の売

上高予測に向けた活用に関するいくつかの事例を

紹介する。そして、個別企業の株式リターンとの

関係の実証的な検証を示す。近年、運用業界では

１．オルタナティブデータの分類について
２．POSデータの概要と先行研究について
３．POSデータの具体的な活用方法

４．POSデータを使った製品数と株式リターン
５．おわりに
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　本稿では、オルタナティブデータを実務で使う場合に、①データの特徴を捉えて、②利用の目的と、③ユーザ
ーの設定の整理が重要であることを示す。そして、POSデータに関して、これらの三つの観点で整理した上で、
企業アナリスト向けに、売上高の予測につながる利用例を紹介する。また、クオンツ運用向けには、JANコード
数の変動係数を使った、アクティブリターンの源泉につながる実証分析を紹介する。オルタナティブデータには
留意点もあるが、新しいアルファの源泉であるだけに、様々な問題をクリアして、効果的なモデル化を行うこと
で、将来に向けて高いアクティブリターンが期待できるアルファの開発につながると期待している。
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資産運用におけるオルタナティブデータ活用の現在と今後

POSデータ分析と運用実務への応用可能性について
―オルタナティブデータの整理を踏まえた上で、

POSデータの利用実務について―
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